
東南 アジアの仏教調査報告

- タイ･ラオス･マL/-シ′アー

藤 吉 慈 海

1 は し が き

昭和40年12月 3日から昭和41年 1月23日までの52日

間,タイ･ラオス ･マレーシア ･台湾の各地を巡り,

その仏教事情を調査することができた｡ タイでは主と

して院想法の調査をしたが, トンブリにあるワット･

バクナム (WatPaknam)の特 殊 な塀想法が注目さ

れた｡ ラオスとマレーシアは今回が最初の調査で,十

分に調査することはできなかったが,いろいろ問題の

多いところで,さらに調査を推進する必要がある｡と

くにマレーシアは回教国と見られているが,華僑はも

ちろん仏教を主としているし,タイやセイロン等から

来ている伝道僧の中には,本国の僧侶たちに見られな

い自由さがあって,上座部仏教の変貌の実態を見るこ

とができた｡その点からもセイロン･ビ ルマ ･タイを

中心とする上座部仏教とその周辺にあるラオス･カン

ボジアとくに回教 国 た るマレーシアの仏教との間に

は,かなりの開きができつつあるように思われる｡速

断することはできないが,そのような相違のよって来

たるところを追及してみることによって,東南アジア

における仏教と社会との相互関係が次第に明らかにな

ると思われる｡

2 ワット･バクナムの隈憩法

この寺に伝わる隈想法は,必ずしもタイ国に一般的

な釈想法とは言えないが,以下述べるような意味で注

目に値するものである｡この特殊な限想法は,今もな

おその遺骸が枢に入ったまま,この寺 の一室 に安置

されているチャオ ･ク ン･モ ンコ ン･テープムニー

ChaoKhunPhraMongkoIThepmuni(1885-1950)

によってはじめられたものである｡彼はメナム ･デル

タ地帯の農村に生まれ家事の手つだいをしていたが,

9才の時,比丘になっている伯父につれられて寺々を
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めぐりタイ語とクメール語の勉強をした｡14才のとき

父の死にあい,家事の責任を背負わされ米作に従事し

たが,22才のとき出家して比丘となり,本格的に修行を

はじめた｡彼はとくに隈想の実践に関心をもち,パ- I)

語の勉強によって学位を得るよりも,限想によって宗

教的体験を得たいと思った｡いくつかの meditation

centerを巡って vipassanameditationを実習した

が,第 5番目に訪れた meditation centerで瞬想中

に卵 2個大の輝かしく透明な円形を身体の中心に見る

ことができた｡このことは彼の師匠の隈想法が成果を

あげたことを示していた｡その師匠は彼の得たものを

ためし,彼を選んで指導者としようとしたが,彼はた

だこれを知っただけで教える資格はないと思い,パー

リ語の課業も放棄して遊行僧として旅に出た｡托鉢の

苦しさを体験し,またパー リ語の勉強もして,その余

暇に meditationの修行をした｡比丘になって既に12

年たち,経典の翻訳にも上達したので,パー リ語の勉

強を中止 して,もっぱら隈想に耽るようになった｡そ

して比丘や信者の人たちの阪想の指導をするようにな

り,幾人かの人々を智慧の段階にまで到達せしめた｡

その後,彼は招かれてワット･バクナムの後継者とな

ったが,この寺はアユタヤ時代に建てられた古いお寺

で,止住の僧もすくなく,酔ばらいが寺の境内で酒を

飲み,ふしだらなことをし,比丘たちは秘密会議をす

る程までに堕落していた｡彼はそれらをたてなおすた

めに努力した｡1939年 までに長さ 60m,幅 11m の

3階建のパー リ研究所を境内に建て,1,000人以上の比

丘や沙弥たちがここに出入りした｡彼は信者たちに病

気の治療をたのまれると,ただ手紙で月 日と名前と生

年月日と病名を書いてよこさせ,それを見て心による

遠 隔治療をやった｡彼は 1955年に phraMongkoI

Rajmuniという宗教上の階級 を与えられ,その後,

さらに ChaoKhunMongkoIThepmuniと続いて

おくられた｡その教えがひろまるにつれ,比丘や尼た

ちは又その教えを諸州にひろめた｡そして,この方法

を実践した数十万人の中,数千人が智慧のダンマカ-

ヤの段階にまで遷 した｡

彼の阪想法の特色は,他に一般的なサティパ ック-

ナ meditationと異なり,先 ず第一 に身体のほぼ中

心に円形の透明な領域を限想 中 に見 させることにあ
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写真 1 ワット･バクナムの限想法を確~l:(_し

たチャオ ･クン ･モンコン･テ---プ
ム二_-

うなrl]形を見させるというのは極めて稀である｡そし

てその円形の中心に坐禅している男子の姿を見るよう

になり,それが次第に リファインされて天郡の姿にな

り,さらに限想が 深まると順次JL,-パ ･ブラフマ ･カ

ーヤ ･ヒ-チ, JL,-パ ･ブ ラフて ･カ-17･パニー

タ,アル-パ ･ブラフて ･力-ヤ ･ヒ-ナ,アルーバ

･ブラフ17･カ-ヤ ･パニーク,ダンてカーヤ ･ゴー

トラブ7- ･ヒ-ナ,ダンて力-ヤ ･ゴー トラブフ一

･パニータ,ダ ンマ カー ヤ ･ソ-ターバンナ ･ヒ-

ナ,ダン一二7カーヤ ･ソーターバンナ ･パニーク,ダン

て力-ヤ ･サカグーガ- ミン ･ヒ-ナ,ダンてカ-ヤ

･サカグーガ- ミン ･パニータ,ダンてカーヤ ･アナ

ーガー ミン ･ヒーナ,ダンて力-ヤ ･アナ-ガー ミン

･パニ-タ,ダン17カーヤ ･アラ-ッタ･ヒ-ナ,ダ

ンマカーヤ ･アラハッタ ･パニータが見えるようにな

るOかくて ｢法を見るものは如来を見るJという仏陀

の言葉の意味をよく理解するようになる｡

もちろんこの境地に到達するのは容易ではないが,

とにかく際想による内的体験をこのような段階に区別

とはユニークと言 うべきである｡実際に実習している

僧尼にきくと,皆 その よ うな佃険をも-,ているよう
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で,必ずしも暗示にかかって,そのように思いこんで

いる者ばかりでもないOそのような択想中の体験のも

つ価値ば,特に高く評価すべきものではなく,むしろ

その人のR常生活のあり方がより重要である〔しかし

限想法としてこのような段階が規定されていること,

また常に外 側 に向 く心を内なる一点に保つために,

｢サンマ一 ･アラ-ン｣と持続的に音をたてず,くり

かえすことをすすめていること等は限想法としてiF_冒

すべきことである｡

3 戒 律 の 問 題

古くから伝再'(されて来た仏教教団の戒律が,現在ど

の程度に保持されているかは興味ある問,paであるが,

全般的にいってマ-- ･ニカーイの方がダンマユッr

･ニカーイに比してルーズである0時代の進歩と共に

占い戒律が次第に崩れてくることは自然であるが,敬

団の権威はこれを黙認してはいない｡つねに粛TEがRlし

ばれているが実際問題として,或る程度ル-ズになり

つつあることは否定できないO しかし近年一寺院の新築

や修築が目だち,人口の93.54%を 占める仏教徒によ

って支持されている僧侶たちはそうたやすく戒律をみ

だすことはできない ｡したがって想像以上に僧侶の戒

律はよく保持 されているといえるであろう｡樽にタイ

のように,教団-の出入が比較的容易なところでは,

戒律が保持できない者は自由に還俗してしまうので,

教団の戒律は比較的よく保持されていると言えるであ

ろう｡

4 寺 院 の 増 加

仏歴2507年 (1964)11月より仏歴2508年 (1965)3

月までタイ国において私が実施した仏教研究の中間報

告に対し,タイ国政府宗教局長陸軍大佐ピン･ム トゥ

カン氏より宗教局の見解を示 されたので,重要と思わ

れる点を摘記しておきたいと思 うOすなわち宗教局が

仏歴2508年 (1965)のはじめに調査したところによる

と,調査表を送 った 9,605の寺院についての新築, 倭

築関係の支出内訳は表 1のとおりである｡

これは第 2次大戦後,仏教関係建造物の新築,修築

がひじょうに多いことを示す｡宗教局の意見としては

これはタイの人口増加と照応するものであって,人｢1

の93.540/Oを占める仏教徒の信仰にこたえるため､用 Li

建設の必要が隼 じたからであるとしている0
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建 物 の種 類 ㌔ ah葦 l 悔 ah葦

合 計 l389,471,716 114,266,985

5 ラオスの仏教事情

1965年12月12日バンコックからタイ航空の双発機で

飛行時間 1時間20分,ラオスの首都ヴィエンチャンに

到着し,SetthaPalaceに泊る｡ ラオスの総人口200

第 4巻 第 3号

万,そのうちヴィエンチャンの人口11万と言われてい

るが,填ぼくて夜は薄暗い町である｡翌朝,和田大使

を訪ね宗教局長クルオン ･パ ト-ンマー トを紹介して

頂き,さっそく宗教局を訪ねた｡宗教局長は1965年 1

月10日,日本大使館の要請によって作製した ｢1964年

度寺院僧侶修行僧および町村団 リスト｣を示してくれ

た｡それは表 2のとおりである｡

宗教局長の談話によると,国民の95%は仏教徒で,

憲法にも仏教を国教として定めているが,僧侶の政治

介入は禁止している｡しかし1960年8月のクーデター

の際,政治的に動いた僧侶が 4, 5名はいた｡この国

ではタイ国と同様テ-ラバーダ仏教が主流をなしてい

るので,南ベ トナムで見られるような僧侶の指拝する

反政府デモのようなものはない｡しかし僧侶の間で政

談がひそかにささやかれていることは事実である｡仏

蓑 2 1964年度寺院僧侶見習僧および町村団 リスト (1965.1.10.現在)

州 名 匝 画 村 田壬寺

ヴィエンチャン

ポ リ カ ン

ルアンプラバン

サ ヤ ブ リ ー

ル ア ンナム タ

カ ム ア ン

サグァナケット

セ ド ン

チャムパサック

ア ト プ -

サ ラ ノヾ ン

ワピーカムトン

シ タ ン ド ン

院 い曽 侶 L見習僧 1 計 l 備 考

リスト中12村田の通牒なし

1町団より送付なし

2町団より送付なし

3村団および 1町団より送付なし

12村団より通牒なし

7村団より通牒なし

1村団より通牒なし

1964年度の僧侶見習僧 リスト送付
せず

計 l57 1 220 i(lL5722号未完t 5･487 1 7･358日 2･845

*寺院数中 ( )内はベ トナム寺院数を示す｡これは筆者がヴィエンチャンのベ トナム寺で聴取したもの

を付記したものである｡
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教徒の最高指導者は SomdetPhraSangharajaと尊

称 されるボン ･タン大長老で,現在ルアン ･プラバ ン

にいる｡そしてその下に宗教会議があり,そのメンバ

ーは phraKhronKhamfanh,phraKhronKeo,

phra Khron 011Thet,phraKhron At,Phra

KhronKhouaneXaphakoyの 5人の高 僧たちであ

る｡各州には CbaoKhanaKhouengと称する州知

事相当の高僧がいて,その 州 の仏教 徒を統率 してい

る｡そのうち宗教会議のメンバーは皆,主要州の Chao

KhalnaKhouengを兼ねている｡宗教局長は10年来

現職にある人で 日本- も来たことがあるが,その談話

によると,北部国境にはテーラバーダの比丘で阿片や

酒をのむ者 もいるが,それらの比丘は尊敬 されていな

い｡よい家庭の子弟は 1-3カ月間僧院に入る習慣が

あるが,これをいやがる子供 もいる｡ もちろん本人の

自由意志にまかせているが,父母は一般に僧院に入 っ

て修養することを望んでいるそうである｡

教団はマ-一 ･二カーイとタンマユット･ニカーイ

に分かれているが,ヴィェンチ ャンではその 寺院数の

比は50対 2位で,大部分はマ--･二カーイに属してい

る｡南部ではタイとの交渉が多いから,タンマユット

ニカーイの寺もいくらかあるようである｡ しかし政府

はこれを 2つの教団に分けず,なるべ く平等に取扱 っ

ている｡ ラオスでもタンマユット･ニカーイの方が寺

院 もより清浄でよく調っている｡サンガラージヤはマ

ハ一 ･二カーイに属 しているが, タンマユット･二カ

ーイも同様に支配している｡ これに対 し宗教局は塔や

寺院の建造物の管理やその位置決定権をもっている｡

宗教局長のすすめもあって,ヴィェンチャンにある

ベ トナム寺を訪ねる｡ ベ トナム語で CHUA BANG-

LONG と言 っているが,漢 字 で は臆龍寺と書 く｡な

かなか りっぱなお寺で,比丘 4人,沙弥 8人,この外

に 1人の比丘がいまフランスに留学 し, 1人はサイゴ

ンに旅行しているそうである｡信者の優姿憲と優姿夷

は各々数千人 もいて,五 戒 ･八 戒 を保 っているとい

う｡布薩の日にはとくによく戒を保ち,寺に詣る者 も多

い｡沙弥たちはつねに十戒を保 っているが,ここは中

国系大乗仏教の寺だから,素食すなわち精進料理をた

べるのが特色である｡仏殿には釈迦牟尼仏,観音,地蔵

菩薩等の像をまつり,朝 には梼厳 呪 や大悲呪等を話

し,夕べには阿弥陀経等を読み称名念仏するそうであ

るo F]曜 日には信者が集まるが念仏のみで,坐禅はし

ないそうである｡南ベ トナムの大乗仏教の僧は政治に

関与 しているがどう恩 うかとたずねると,やむを得ぬ

面 もあるが,原則的に言 ってよくないことだと言 う｡

昨年私が調査 したサ イゴンの覚 明寺 や釈 清検,釈智

光,釈心覚等の消息 もよく知っている｡常にサ イゴン

とは連絡がとれているようである｡大部分の信者は念

仏を称えるというので,極楽世界の信仰は現代におい

てもなお強 く支 持 され て いるかと問うと, ｢虚空無

量,世界無窮,必有-世界名馬極楽｣と書いた｡そし

て ｢此是理智理論之信仰,非迷之信仰也｣ と書いて見

せた｡いろいろ現代における浄土教の問題はあるが,

それ以上論議することはさしひかえた｡

ワット･オン ･ツウ (WatOngTu)は中央寺院

とも呼ばれるマ-一 ･二カーイに属する美 しい寺で,

490年以前の開基という｡現在比丘 32,沙弥 18,寺男

35,尼15もいる大寺である｡境内にパー リ語学校 もあ

り,比丘や沙弥が 250人 も学んでいる｡4クラスに分

かれ 3月に 1回試験をやっている｡ 日曜学校 もひらい

て在俗者のために仏教を教えている｡また夕方学校を

ひらいて,沙弥や青少年たちの学習を奨励 している｡

布薩は月 2回行ない,托鉢は毎朝 6時に出ている｡坐

禅 も起床後 4時から5時までと就床前に10時から12時

までの問にやるという｡坐法は半助口で, 1時間やって

5分休むそうである｡水想観や光を憶念する光想観 と

でもいうものをやるとのことである｡ これはプラ ･マ

- ･サム ･ラネ (phraMahaSam Ra°e)という沙

弥 9年,比丘25年になる44才の長老の話である｡34年

間も僧院生活を続けているので,終生僧院に止まるか

とたずねると,それはわからないという｡終生僧院に

止まる人は1000人のうち 1人位かも知れないという｡

私 自身は終生僧院に止まって修行 したいが,どんなこ

とがおこるかわからないから断言はできないという｡

境内に井戸があり,男達がこれを汲み権に入れて市内

へ配達している｡ これは寺の収入になるそうである｡

市の中心から東南へ 3粁の地点にチ ャワ ･ワット･

ソーバロン (ChawaWatSopalong)とかワット･

パルワン (WatPaluang)と呼 ばれる大寺がある｡

そこにアチャン ･パ ン (AchangPan)という阪恩を

指導する長老が住んでいる｡ インド-も2回行 ったこ

との あ る比 丘 で, バ ンコックのワット･ラク ･カン

(WatRagGhang)で勉強 しサティバ ッターナ me-

ditation をやった人である｡ さいわ いに英語のよく
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できる通訳がいたので,meditationの方法やその内

容について話 し合 った｡相 当の人 とは思えるが,

meditationによって得られる叡智的なものは感ぜら

れなかった｡ともあれ,ここは比丘40人,沙弥36人,

寺男13人,尼20人,女性信者71人もいる大寺である｡

そのはか境内に Orphanschoolがあり70人の孤児が

政府の支持のもとに養育 されている｡仏教新聞の出版

等もやり,供想者のための小舎もたくさんあるから,

将来ここはひとつの仏教センターになるであろう｡

ワット･チャンタブリ (WatChanTabury)は比

丘17人,沙弥13人,寺男4人が住む中位の寺で,毎 日修

養のため托鉢にlTtiている｡しかし食物はたいてい信者

が朝7時と11時にお寺へもってきて くれる｡ラオスは

大体みなそうであるという｡毎 日, 8-15家族がきま

って食事をもってくる寺にはカンマカーン･-クサン

ガン･ワット (KammakanHaksanghanWat)と

いう寺院保護委員会があって,経済的な方面の管理を

している｡この寺のプラジット･プララカン (Pradith

Prarakhan)は46才で,13才のとき沙弥になり僧院生

活を続けている感じのいい人である｡ラオスでは,10才

から17才までの少年は両親の意志で出家さすことがで

きるが,18才以上になると村長の証明を必要とする｡

つまり軍隊に入るべき人としてマークされていれば,

村長は沙弥になる証明書を与えないそうである｡もし

少年が出家したいと欲するなら,お寺の住職に相談す

れば,一銭 も持 た な くても出家できる筈であるとい

うOしかし一般の習慣としてはかなりの費用をつかっ

ているそうである｡軍隊と僧侶の関係をたずねると,

タイ国でもパー リ語の試験のうち第三階級の試験に合

格した人は軍隊に入る必要はないが,その試験に合格

しないと軍務に服する義務があるそうである｡この寺

では沙弥たちのために夜学をやっている｡在俗の青年

たちも集まって議論に参加していたが,この比丘のよ

うな指導者をもつ青年 た ちは さいわいであると思 っ

た｡

バンコック発行の ｢京華晩報｣がここでも読まれて

いる｡仏暦2508年 (1965〕2月13日,農暦己巳年11月

21日の新聞に西貢の院高基とか羅馬教皇保羅六世等の

記事が出ている｡ビエンチャン発行の華僑新聞には仏

学講座として ｢現代青年的道徳修養｣と題し釈珠文と

いう人の講義が掲載されている｡ ｢我不入地獄,誰入

地獄的正義感,像仏菩薩-一様,但願衆/生得離苦,不馬
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写真 2 タ- ト･ルアン

代表的なラオス仏教建築

一己求安楽｣等の文字が目につく｡通訳の南ベ トナム

青年短文作君の話によると,当地の華僑の間には数年

前日本の辻政信 元参謀が僧服であらわれ,奥地に入

り,現在はパテ トラオの軍隊を指揮しているという噂

が あ るとい う｡ この青年も南ベ トナムへ帰れば軍隊

に入れられるから,サイゴン-は帰れないと語ってい

た｡

仏教寺院として最も代表的なタ- ト･ルアン(That

Luang)は広大な敷地に,金色の尖塔が黒色の塔の上

にそびえ,ラオス仏教建築の特色を示している｡11月

の祭典には全国から比丘たちが集まり,この寺の周囲

の僧院に宿泊し,いろいろの行事を行なう由｡塔に向

かって左手に大きなサーラがある｡仏像を一体安置す

るのみであるが,ここではお祭のときは説法をするそ

うである011月 のお祭 というのはカチナ会だけでな

く,いろいろの要素が含まれているようである｡王様

もやって来て比丘たちに供養をするそうであるから,

大変なにぎわい とな る由｡この塔 は ｢金の塔｣とも

｢王国の塔｣ともいい,1566年セッタ･テラス王の建

立したもの｡塔の尖端は周囲の村を照らす巨大なロー

ソクに擬せられ,内部にはシャカの毛髪や宝物が蔵せ

られていたと伝えられている｡度々盗賊に見舞われた

が奇蹟的に被害をまぬがれた｡しかし1887年中国の長

髪賊の叛徒が本国を追われラオスで跳梁することにな

り,この暴徒によって破壊略奪され,そのまま50年近

く放任されていた｡1930年極東フランス学院の力によ

って 2カ年後,昔の姿を再現することができた｡工事

監督は Fombertauxである｡ここは ラオス国民の第

一一の巡礼地で,毎年11月に行なわれる祭典には全国の
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比丘たちの外,一般人 も15,6万人 も集 まるそうであ

る｡ この塔の前庭には中興の英主セッタ ･テラス王の

青銅像が建っている｡

なおメコン河畔にある7-/卜･シ-サケ- ト LWat

Sisaket)は比丘8人,沙弥12人,寺男5人いる寺で,

托鉢や坐禅は随意やっている由｡ 200年以前からある

寺で,千仏洞のように古い仏像をはじめ,壁轟にたく

さんの仏像 が安 置 されている｡シーマには壁画があ

り,仏伝やジャータカのようである｡シーマの内部も

千仏洞のようになっていて,ここで説教もすれば食事

もするそうで,数個の軍人の骨箱が保管されていた｡

門の偶に十 ~二又と思われる図を掘った右があるが,負

や牛やガルダや龍が画かれているから,普通の十二支

とは異なるようである｡その右の下部にくぼみがある

ので,小僧にきくと,薬をここで擦 ってこんなにくぼ

んだと笑っていた｡薬にする右や樹木をここですりつ

ぶすのである｡そしてそれを水に溶かして飲ませるわ

けだが,歯の痛みや腹痛の薬になるそうである｡小作(.I

がそのような薬をつくって信者に与えている光景は他

の寺でも見かけた｡

このほか有 名 な寺院 と して は ワ ット･プラケオ

(WatPrakeo)があるが,ここは現 在拝観 を許して

いない｡ここは国王の守本尊とでもいうべきエメラル

ド仏像を奉安するためセッタ ･テラス王の勧進によっ

て1560年から3年かかって創 建 され たが兵火にかか

り,エメラル ド仏像は1779年カンボジア ･シャム聯合

軍の進攻にあい,シャム軍がタイに持ち去ってしまっ

た｡これが現在バンコックのワット･プラケオに足ら

れているエメラル ド仏像である｡特に1827牛の戦でこ

とごとく略奪 され,ヴィエンチャン王朝の滅亡と共に

廃虻となった｡1893年バンコック条約でフランスの保

護国となってから再建 され,現在のものはブ-ナ首相

により修復されたが,いまは博物館になっている｡

このほか注目すべき寺院は目下再建中のビヤ ･ワッ

ト (PhrayaWat)である｡ メナム河畔にある古い寺

であるが,いまのところ僧侶の 嬰 も見かけられなか

った｡その外,黒 い塔 といわれているクー ト･ダム

(ThatDam)(別名タ- ト･7-ム)がある｡実際に

黒い石塔で1570年の建立というがたしかなことはわか

らないo メナム河の氾濫を防ぐため,堤防強化の人柱

となった5人の娘の霊に感謝するために建てたものと

もいう｡あるいはまた,ワット･パーーカム ド一一ングの

跡であるとか,さる名僧の墓ともいうが,何の銘記 も

見あたらない｡ もちろん現在あるものは再建修復 した

ものである｡

ラオ71の仏教は,大体タイの仏教と大同小異で,そ

の民衆-の浸透ぶりも極めてよく似ている｡人の面前

では動物の迫害殺生はしないし,一般に寛大で人なつ

っこく,もてなし好 きで礼 儀 も正しいといわれてい

るO相互の挨拶 も合掌で,国の行事も王室の儀式 も民

され,社会的地位 も王族に次 ぐものとして,人 々に信

頼されている〔

6 マレーシアの仏教事情

マレーシアの仏教といっても,実際に見たのはペナ

ン (積城)とクアラルンプールだけであるが,この 2

つの都市の仏教的活動には興味を覚えた｡先ずペナン

の仏教であるが,ここは離島であるからマレーシアと

いうよりも風土的にはセイロンを思わせる｡ただ異な

るのは,セイロンにない中国的色彩である｡したがっ

てここの仏教は早 くからこの島に住みついた華僑の信

奉する中国仏教と,タイ風のテーラバーダ仏教とが雑

居している｡華僑の仏教であるからそのなかには道教

的要素も含まれている｡最 も注 目すべ きは Penang

BuddhistAssociationである｡横城仏学院とも称し

ているが,なかなか広大な敷地と建物をもっている｡

その活動を示す 1例はこの寺の応接室にかかげられた

掲示によって知られる｡すなわち次のようである｡

横 城 悌 学 院

本院毎逢星期二四六 日晩八時起,念悌詞経,以矧匡

課,又星期六晩八時牛起,演講悌撃---/J＼時,歓迎各界

士女参観聴講是荷｡

毎年逢正月初一 日,禰勤菩薩聖誕,早慶十二鮎賓集

沸教殿早課,以籍慶祝,井賀新福｡

毎年逢二月十九 日観世音菩薩聖誕十八 日晩起至十二

時

四Jj初八 日鐸迦如来聖誕初七 日晩八時起至十時

六月 卜九 口観世音菩薩聖誕十八 日晩八時起至十時

七月十三 口大勢至菩薩聖誕十二 円晩八時起至十時

七月三十 欄 荊王菩薩聖誕七月奈記 ,1廿九 日晩八

時起至十時

九月十九 日観世音菩薩聖誕十八 E]晩八時起至十時
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十二月初八 日樺迦如来成悌初七日晩八時起至十時

以上例日,本院早九時牛起至十二時止,斉集凡我社

友,以伸慶祝,井設放生法曹,極救生霊,以本慈悲之

旨,務祈善男信女届時蔽臨,

これをみても全 く中国仏教的であるが,テーラバー

ダの人もやはり参詣するそうである｡SundaySchool

もなかなか活発で,少年少女たちがたのしそうにいろ

いろの企画で活動していた｡なおこの寺が葬送儀礼の

簡素化につとめていることは,ここに掲示せられたも

のによってよく推測される｡その一部を摘記する｡

按悌撃主義及其教導,開於喪葬事,特馬各合員指導

如下,深望各合員照此採用之

(-) 現今習慣,凡一人死去,其死者家属,及戚友

毎多故実,此類腹嘗停止,及任何曙妙之音

楽,在未殉葬前,不准在於屋宇内挙行

(二) 元賓金銀表紙及屋等類,不准在任何時燃焼,

及不能放置金銀紙及渓銭等類在於棺内

(三) 殺生乃厳重之禁止,如殺鶴鴨及其畜類,以供

条死者,或作食品用

(四) 習慣之朝晩巽叫死者起身輿安睦,食早飯及晩

餐等,嘗棄免之,代此叫法 因之介紹於其家

属,雷雨悌祖之名阿蒲陀備

(五) 凡碩葬以最簡単式馬合,由此観之,摺葬富用

如下

(甲) 白燈龍一封及横祭文童幅

(乙) 姓氏燈龍一封,及横条文童幅

(丙) 音楽二副,如死者之家属不願意有此音巣,

可完全省却不用,焼猪,六畜,三牡,金銀

表紙,及蜜鋳甜肉,概不能容納

(六) 如有延請備憎唱歌祈頑,不可使其随迭殉隊,

首載之直往墳場,而在該墳場守候棺枢之臨

止,以倣作安葬或火葬事務,此段之原理,実

因併敬三賛訓令僧衆之-令

これを見ると,この積城仏学院が仏教精神にのっと

って,華僑の葬送儀礼の形式主義をただそうとしてい

るのがよくわかる｡

この横城仏学院の隣にプロテスタントの教会がある

ので訪ねると,AkeHaglund牧師夫妻が歓迎してく

れる｡スエーデン人で沼津にいたこともある由o仏教

からキリスト教に改宗した楊牧師の講演会のポスター

があるので,その内容をきくと,楊牧師は罪の問題が

仏教ではよく解決できなかったのでキリスト教徒にな
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った由｡Haglund牧師に仏教の欠点と思うところを

きくと, (1)仏教は神をよく説明できぬ｡無神論的

である｡ (2)無神論から有神論になったのが仏教で

ある｡ (3)人間観もはっきりしない｡ (4)自力と

他力の相克である｡仏教 はひ とつだったはずである

が,今日は自力教と他力教とあって,それがたたかっ

ているのはよくわからぬという｡

観光寺院としては極楽寺が有名で,すでに学界にも
い

紹介されている｡有名な SnakeTempleを訪ねてみ

ると,これは仏教寺院ではない｡通観風のもので,た

くさんの蛇が飼育 されていて,珍らしいところであ

る｡

仏教寺院としてはセイロン僧の住むテ-ラバーダの

寺がある｡1921年の創立で,1935年にCeylonTemple

として開寺したそうである｡この寺の住持に大乗と小

乗の問題をたずねると,このように華僑の多いところ

では自分はテ-ラバーダの比丘 で戒律を保っている

が,どうしても大小乗を自分の心の内で調和せざるを

得ないという｡この人によると小乗は innercircleで

あり,大乗は outercircleだという｡中心はひとつだ

からこの2つは矛盾しないとうまいことをいう｡この

島のキリスト教についてきくと,キリスト教は実益を

かねて信仰にひき入れているから,貧乏人や名誉のた

めに入信する人もあるという｡この寺の活動としては

月に 1回20人位の信者が集まって八戒を保つそうであ

る｡200人から300人あまりの信者がいるが,平常は五

戒を保っている｡托鉢には行かないそうである｡ムス

リムを改宗させることはできない｡もし改宗したら政

府のみならずムスリム社会から認められなくなるから

という｡この比丘によるとペナンの人口の70%は仏教

徒 と見 ている｡この比丘は PanditP.Pemaratana

といい,かなりのインテリ僧である｡Mahindarama

PaliSchoolをも附設して活動している｡

現代の中華 憎のなかで書 画で有名 な竺摩法師が

PangkorRd.にあるTbeBuddhistTripleWisdom

Auditorium にいることを聞 き訪問する｡竺摩法師

は先年日本にも来たことがあるが,英語ができぬので

筆談をする｡台湾に逃げて台湾で活躍している印順法

師の著,浄土新論についての批評をきくと,印順法師

1)C.S.Wong(黄存 薬),Temi)leofParadl'se
(『横城極楽寺新誌』)Singaf氾re:Malaysian
SociologicalResearchlnstituteLtd.,1963.
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は書中で上帝を否定しながら実際は肯定している｡こ

れはおかしい｡また西方浄土の実在を否定しているの

は大過火,大過であるという｡夕食の御馳走になり,

英文仏教書や念珠やメダル等を販売しているので,そ

れらを買って帰る｡

マレ-シアの首府クアラルンプールではマラヤ大学

の王磨武教授をアジア経済研究所の萩原氏と共に訪ね

会談する｡中国で禅と浄土が同時に行なわれてきたの

は,日本のように禅が武士階級に受容されたというよ

うな特殊な階級がなく,すべての人々に受容されたか

らではないか｡何もかも一緒にしてしまうのが中国人

の特殊な習性ではないか｡禅と浄土どころか,朱子学

も老荘も仏教と同じものとしてしまうからだと思 う｡

円融思想が中国人の根底にあることを忘れてはならぬ

という｡ 日本のように禅と浄土とが厳しく別れている

仏教から見ると,たしかに中国仏教にはそのような根

拠があり,禅浄埜修の中国仏教を堕落仏教とのみは見

られぬように思われる｡

西明寺というタイの寺を訪ねると, 6人のタイ比丘

が住んでいる.マ-一 ･二カーイに属 し,WatWa-

shuthatと呼んでいる｡8年以前 に行なわれた仏滅

2500年記念 に建 て られ たので Buddha Jayanti

Templeとも呼ばれている｡寺男はいないが,優姿塞

は15人いる｡これは主として中国人とのこと｡ワン ･

プラの日には4,50人の人が 集 ま り,その日は 5人か

ら8人位の人が八戒を保つそうである｡タイ人もすこ

しは来るが主として華僑らしい｡クアラルンプール市

内にタイ寺が 4,マレーシア全体に70位あるそうであ

る｡しかし托鉢は全然やっていない｡回教国だからや

っても供養してくれる人がいないからである｡それで

もウポ-サタはお寺でやっているというが実際にはど

うかわからない｡戒律の変化が次第に見られるように

思 う｡

PetalingJayaにある湖浜精舎 に伯Fj法師を訪ね

る｡この法師は福建省出身の中華僧で,19才のとき出家

し現在53才｡1941年にペナンの極楽寺に住し,1961年

以来ここに止住しているとのこと｡筆談で禅と浄土の

問題を質問すると,中国では以前は禅と浄土との問に

は厳格な区分があったが,その後,その区別がなくな

り坐禅と念仏は壁修されている｡ ｢有禅有浄土,猶如

戴角虎,這是 説得 中加浄土,光覚心境易澄｣ともい

う｡この人の体験の語とうけとれぬこともないが,こ

のようなことは中国仏教の禅浄隻修派の人々の語録中

に見出される語である｡念傍は歩いている時の澄心の

助けになるとも言 う｡また ｢念憐得到燐光的益照｣と

もいって浄土の信仰も堅いようである｡かなりの学僧

であると思ったが,やはり太虚門下で印順法師とは親

しいようである｡

ここの博物館にあるKelantanRoyalCircumcision

Ceremonyはおもしろい ものである｡ケランタンの

RoyalFamilyで1932年に行なわれた割礼の儀式を,こ

こに模型化して展観 している｡百年以前まではマラヤ

では割礼の方が結婚式より重要視されていた｡それで

その儀式も結婚式よりより鄭重なものであったそうで

ある｡今日では生後 3日目か 1カ月以内に,極めて簡

単に行なわれているそうである｡そしてその時行なわ

ないと,7才になった頃に行なうそうである｡そのや

り方は男根にちょっと傷をつけるだけだそうだが,こ

の RoyalFamilyの場合は,7才位の王子が大きな鳥

の背中に乗せられ盛大な行列をしたがえて,割礼の行

なわれる家に入るのである｡そして 2人の侍女と検視

の武士のいる前で,王子を寝台の上にねかせ,上からつ

ったカーテンの中でやるようである｡寝台の横にはピ

ンセットと竹製の小刀がおいてあり,もし執行官がや

りそこなって王子の機嫌を損 じたら,直ちに死刑に処

せられることもあったそうである｡萩原氏と共に中国

人の回教徒の指導者馬天英先生のお宅に招かれ,回教

事情をたずねたとき,割礼の意義をきくと,先生は美し

い夫人の方を気にしながら,それでも卒直に割礼は活･

浄 ･成長 ･白酒 ･性交に関係があると答えられた｡断

食の意義については,断食中は仕事の能率もあがらな

いが,断食することによっていろいろのことが教えら

れる｡たとえば(∋貧乏人の心情を知ることができる｡

檀)野心ある者を平和を愛する者にする｡⑦豆別嵩のみな

らず骨まで浄 め る ことができる｡④肥えるのをふせ

ぐ｡(可忍耐強 くなる｡(可愛他の心をもつようになる｡

(牟断食の後,食物の本当の味を知る｡㊥理性による動

物との相違を自覚する｡(9克己心がつよくなり,戦争

にも強 くなると説明して下さった｡しかし子供たちは

可哀相だから断食させていないそうである｡

ここの博物館にもうひとつ注目すべきものがある｡そ
2)

れは,背丈 1mたらずの観音菩薩の青銅の立像である｡

2)FederationMuseumsJournal,Vol.VI,New
Series,1961;KualaLumpur:MuseumsDe-

partment,FederationofMalaya.
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その腰帯の向って左前に ｢虎の顔｣が見える｡ちょっ

と見ると見 落 して しまうが,写頁にとったのを見る

と,たしかに虎 か猫 の顔 である｡この観音の立像は

7世紀から10世紀頃のもので,マレーシアで発見され

たと説明されている｡頭上に化仏があり,左右 3本ず

つの手には宝珠や経巻や水瓶を持っている｡まざれも

ない観世音菩薩で,この虎か猫と観音さまとの間にど

のような関係があるかが問題である｡

写真 3 タンマナンダ長老と八戒を保 っている

少年少女たち

次にセイロンからきているダンマナンダ長老の寺を

訪ねると,BuddhistMissionaryAssociation と称

し,境内に女子中学校もあり,なかなか活発な活動を

している｡比丘 3人,寺男 2人いるだけだが,クオー

タリーの機関誌をはじめ多くの英文仏教書を刊行して

いる｡この人はインドのベナレス･ヒンズー大学で勉
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強した人だけに,セイロン憎としては最も進歩的な比

丘である｡ ｢われわれはもはや大乗とも小乗とも呼ん

でいない Buddhism で何で もや っている｣といっ

て,小さな小乗の戒律は捨ててしまっている｡律でき

められていることでも,現代にあわなければ捨てると

いう自由な態度であるから,夕食もとれば,音楽もき

く｡葬式に行きお経をよみ赤い紙に包んだお金ももら

う｡比丘がお金をもらうことは本当は律に反するが,

実際問題としては,それが便利 だから行なわれてい

る｡貨幣はいかぬが紙幣や トラベラース ･チェックな

らよいという考えもある｡比丘は金銀財宝を身につけ

てはならぬという律があるからだが,このような回教

国で伝道するにはやむを得ないことであるというより

も,それが必要になってくる｡伝道のさまたげになる

戒律ならいさざよく捨てよというのが,ここにいる比

丘たちの考えのようである｡これはまことに注 目すべ

きことであって,セイロンやタイやビルマでは見られ

ない傾向である｡

マレーシアはいまラーマン首相によって率いられて

いる新興回教国であるが,その nationalmosqueの

完成式の時の式辞を見ても,マレーシアは他の宗教に

対して寛容である｡この nationalmosqueの建設の

際も,他の宗教の信者から多額の寄付をうけており,政

府もまた他の宗教に援助しているとのべている｡回教

国としては珍らしく寛 容 な宗教政策をとっているの

も,この国に多い中国系マレー人を顧慮してのことで

あろうと思われる｡
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